
総額234,297,184円

平成30年度日赤滋賀県支部決算のご報告

令和元年6月26日、日本赤十字社滋賀県支部評議員会が大津市の滋賀ビルで開催され、
平成30年度事業報告および収支決算報告について、承認されました。ご支援・ご協力
ありがとうございました。

〒 520-0044　大津市京町 4 丁目 3 番 38 号
TEL 077-522-6758　FAX 077-523-4502
http://www.shiga.jrc.or.jp/

滋賀県支部

活動資金協力企業・団体のご紹介
日本赤十字社滋賀県支部の活動は皆さまのご支援に支えられています。

活動資金のご協力、誠にありがとうございました。

※2018年度中に10万円以上の活動資金をお寄せいただいた方のうち、
　 掲載をご了承いただいた企業・団体を掲載しております。　（敬称略・順不同）

■ 大津市
・(株)久木野工務店

・PSMエンジニアリング(株)

・（医)竹林ウィメンズクリニック

・(一財)滋賀県民間福祉振興財団

■ 彦根市
・(株)平和堂

・北村興産(株)

■ 長浜市
・(株)山久

■ 近江八幡市
・近江ユニキャリア販売(株)

・(株)マック

・滋賀TCM(株)

・(有)岡田工業

■ 草津市
・(有)三王都市開発

■ 湖南市
・甲賀高分子(株)

■ 高島市
・(有)天平フーズ

■ 東近江市
・花文造園土木(株)

■ 竜王町
・(株)ディー・ビー・エス

■ 愛荘町
・(有)ラグホーム

・(株)東洋石創

■ 京都府
・(株)セレマ
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しがの赤十字活動レポート
〜平成30 年度滋賀県支部この一年〜
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米原市竜巻災害義援金
預り金収入

35,092,059円
前年度繰越金

23,215,315円

本社交付金・委託金等収入

1,688,237円
雑収入

3,344,260円

活動資金収入

168,410,313円収入

支出

2,547,000円
繰入金収入

翌年度繰越金

26,939,093円

事務所の
維持・管理のために

8,155,477円

支部事業の運営のために

35,230,455円

米原市竜巻災害義援金送付金

35,092,059円

赤十字運動の推進と
広報活動に

18,044,280円

市や町の
赤十字活動のために

13,420,722円

赤十字病院の医療体制の
充実や献血の推進に

16,020,369円

知識と講習普及のために
健康・安全のための

5,399,668円

本社が行う国内・国際
救援活動のために

28,701,746円

青少年赤十字と
ボランティアの育成のために

23,712,857円

災害救護活動と
救護体制の強化のために

23,580,458円
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表紙の人：東近江市能登川赤十字奉仕団　委員長　田附　弘子さん



　広く県民の皆さまに、赤十字活動への理解と赤十字の創始者アンリ―・
デュナンが強く訴えた人道の大切さを考える機会とするため、彦根市役所
前道路と夢京橋キャッスルロードにおいて赤十字フラッグを掲揚しまし
た。また、夢京橋キャッスルロードの一部の店舗においてオリジナルコー
スターを使用していただき、店舗を訪れるお客様にも赤十字を知っていた
だく取り組みを実施しました。

■彦根市で啓発活動を実施しました

「赤十字運動月間」キャンペーン

　6月29日に米原市で発生した竜巻災害に対して、長浜赤十字病院から救
護班を現地へ派遣。現地では、被災された方々の調査や負傷者の手当て、
熱中症予防のための啓発活動などの支援を行いました。
　また、「平成30年米原市竜巻災害義援金」を受け付け、県内外の皆さま
から総額35,092,059円（1,350件）の義援金をお寄せいただき、全額を
義援金募集・配分委員会へ送金しました。

■救護班の派遣や義援金の受け付けを実施しました

米原市竜巻災害へ救護班を派遣！

　東近江市立五個荘中学校では、毎年1年生を対象に防災学習を実施して
います。
　災害への備えや身近なものを用いた応急手当、非常食づくりなどを赤十
字防災ボランティアの指導を受けながら学習・体験しました。
　炊き上がったお米は、地元の東近江市五個荘赤十字奉仕団お手製のカ
レーをかけて美味しくいただきました。

■防災学習を実施

「備える」・「救う」を実践

　平成30年6月28日から7月9日にかけて、台風7号および梅雨前線が停滞
したことにより西日本を中心に大規模な豪雨災害が発生しました。
　滋賀県支部では、ただちに救護体制を敷き、救護班の派遣、義援金の受
け付けなど被災者支援活動にあたりました。
　また、青年赤十字奉仕団メンバーが「被災された方々のために何かした
い」という思いでJR大津駅前にて街頭募金を実施しました。

■被災地へ医療救護班を派遣！

平成30年 7月豪雨災害

　青少年赤十字リーダーシップ・トレーニングセンターは、小・中・
高校生が２泊３日の集団生活において、フィールドワークやグルー
プワークに取り組み、リーダーシップの取り方を学ぶことを目的と
しています。トレーニングセンターでは、特定の参加者だけがリー
ダーになるのではなく、時には協力者にもなり、全ての人がリーダー
シップの取り方を学ぶことを目指しています。

■参加者みんながリーダーに！

リーダーシップ・トレーニングセンター開催

　滋賀県支部では、赤十字のいのちを守る活動にもっと男性に参加し
てもらえるよう様々な取り組みを進めています。
　当日は45人の男性団員が参加し、赤十字や救護班の活動についての
講義のほか、災害から地域を守るために奉仕団の果たせる役割を考え
るグループワークを実施しました。
　今後も県内約15,000人の赤十字奉仕団員が「困っている・苦しん
でいる人の役に立ちたい」という思いを胸に、活動を続けていきます。

■地域の赤十字活動に男性の力を！

奉仕団男性団員交流研修会を開催

　平成30年度日本赤十字社原子力災害対応基礎研修会を長浜赤十字
病院で開催しました。救護班は放射線環境下で活動することも想定さ
れますので、要員が安全かつ安心して活動できることを目的に開催し
ており、放射線防護の基礎や防護服の脱着方法、被災者とのコミュニ
ケーションなどの知識や技術を２日間にわたり学習しました。

■原子力災害対応基礎研修会を実施

原子力災害に備えて

　東日本大震災から8年。滋賀県支部では、防災・減災プロジェクト
「私たちは、忘れない。」の取り組みの一環として、県内の企業・団体
の皆さまと将来起こりうる災害への意識向上と防災・減災への取り組
みの大切さを啓発する活動を実施しました。
　今回は、31社・団体にご協力いただき、ポスターの掲示やリーフ
レットの配布、バッジの着用運動に取り組んでいただきました。

■企業・団体と共同で防災・減災啓発活動を実施

「私たちは、忘れない。」キャンペーン
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